
Ⅰ．はじめに

　マツ枯損被害木の土中埋め込みによるマツノマダラカ

ミキリ Monochamus alternatus Hope（以下，本種）の

脱出阻止は，海岸砂丘地など大型土木機械の導入が可能

な条件下では，材線虫病の防除手法として有望である

（3）。この方法による本種の脱出阻止効果についてはす

でに報告例があるが（1，2），海岸砂丘の現地でこれが

調べられた例はない。本研究では， １９９４～９６年の激害発

生時に枯損木の埋込処理が実際に行われた吹上浜国有林

内で，本種の生息するマツ伐倒丸太を実験的に砂中に埋

め込み，この方法の成虫脱出阻止効果について検討した。

Ⅱ．材料と方法

　鹿児島県吹上浜国有林内で１９９６年秋に伐採されたクロ

マツ自然枯死木を，１９９７年４月２１日に熊本市の森林総合

研究所九州支所に運び，約５０cmに玉切りした。丸太の

サイズを計測した後，本種の生息が認められたものを選

び出して１９９７年５月２７日に吹上浜に運び，実験に使用し

た。埋め込み時点における丸太内での本種の発育状況を

知るため，実験に使用しなかった丸太を剥皮・割材した

ところ，蛹室内にはすでに蛹や材内成虫が見られた。幼

虫もほとんどが蛹室内で見つかり，終齢に達していた。

　実験は吹上浜国有林７３林班内の４０年生クロマツ林内で

行った。林床の砂地に大型ポリエチレン容器（８３×

８３cm，深さ７５cm）６個を，容器の縁が５ cm地表より

高くなるようにして埋め込んだ（図－１）。容器底面に

は事前に，水抜きのための小孔（φ３．５cm）を４カ所あ

けた。６個の容器のうち２個には底面から１０cm，別の

２個には５０cmの高さまで砂を入れ，供試丸太を並べ置

いた後，地表面の高さまで砂を埋め戻した（深埋め区；

浅埋め区）。残りの２個には底面から５０cmの高さまで砂

を入れて丸太を並べ置いた（対照区）。丸太は各容器に

６本ずつ（各処理区１２本ずつ），サイズにばらつきが生

じないように配分した（表－１）。ただし，対照区の２

つの容器で各１本の丸太が実験期間中に消失した。丸太

の太さが６～１１cmであったので，丸太上面までの埋め

込み深度は深埋め区で４９～５４cm，浅埋め区で９～１４cm

となった。各容器には上縁に密着するように金網のふた

をかぶせた。丸太から脱出した成虫は，たとえ土中を掘

り進んでも容器外に出ることはできないので，地表に達

したすべての脱出虫が容器上部でトラップされることに

なる。各容器内の脱出虫の調査は，丸太設置日から８月

１日までは毎日～１日おき（ただし，６月１３日～１５日の

３日間は調査せず），以後は８月４～８日，１１～１２日，

１８～２２日，２５日に行った。

　成虫発生終了後の１９９７年１１月５日に丸太内の生存虫お

よび死亡虫の状態を確認するため丸太を回収し，剥皮・

割材調査を行った。この際，形成されていた材入孔のう

ち横断面がＬ字型またはＵ字型でかつ入口側がフラスで

閉じられていたものを蛹室として計数した。

Ⅲ．結　果

　５月２９日から７月１０日にかけて１４頭の脱出成虫が対照
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図－１　丸太の埋め込み処理の説明図



区の容器内で捕獲された（表－２）。深埋め区と浅埋め

区では脱出成虫は確認されなかった。

　割材調査の結果，深埋め区，浅埋め区，対照区の丸太

でそれぞれ３３個，３６個，２９個の蛹室が確認された（表－

２）。これらのうち，脱出孔も死体もない蛹室が各処理

区で２～６個見つかり，これらは埋め込み処理以前の蛹

室内死亡（捕食など）を示すものと考えられたので，埋

め込み処理時点における材内生存虫の推定頭数は深埋め

区で２７，浅埋め区で３４，対照区で２５と推定された。材内

生存幼虫は浅埋め区で２個体が確認されたのみであった。

埋め込み処理時点での推定生存虫数に対する材内死亡虫

の割合は各区とも２０～３０％で，７０％以上の個体が材外に

脱出した。埋め込み処理区では，数は少なかったものの，

脱出孔をあけたところで死亡している成虫が特異的に観

察された。対照区では１９の脱出孔が確認されたが，捕獲

された脱出成虫は１４頭だったので，５頭が消失したこと

になる。深埋め区，浅埋め区で脱出孔を残して消失した

成虫はすべて砂中に脱出したものと考えられる。ただし，

本研究では容器内の砂から脱出成虫を確認する作業は行

わなかった。

　供試丸太の多くでシロアリの加害や木材腐朽菌による

材の劣化が見られた（表－１）。対照区でもほとんどの

丸太で材の劣化が確認されたが，埋め込み処理区ではシ

ロアリ加害の頻度が高くなり，また劣化の程度も高い傾

向がみられた。

Ⅳ．考　察

　本研究では，深埋め区と浅埋め区のどちらからも脱出

成虫は確認されなかった（表－２）。このことは，海岸

砂丘地への被害材埋め込みでは１０cm程度の埋め込み深

度で本種の脱出が阻止されたことを意味する。ただし，

本研究では供試丸太への本種の加害密度が低かったため

（表－２），埋め込み処理を経験させる脱出成虫の数が十

分ではなかった。供試虫数が多くなれば，少なくとも浅

埋め区では，何頭かの個体が砂中から脱出してくる可能

性が考えられる。実際，古城（1）による網室内の被害

丸太を砂に埋め込む実験では，埋め込み深度３０cmでも

少数の本種成虫の脱出が認められている。しかしながら，

その実験においても成虫の脱出は埋め込み深度１０cmの

場合でも強く抑制されており（1），本研究の結果も併

せて考えると，砂地への被害材埋め込みでは１０cm程度

の埋め込み深度でも高い本種の脱出阻止効果，ひいては

材線虫病防除効果を発揮できるものと言うことができる。

　中村・吉田（3）は苗畑に埋設したプランターへ被害

丸太を埋め込む実験で，３８～５７%という高い本種の材内

死亡率を示したが，より実際の条件に近い本研究ではそ

のような高い死亡率は認められなかった。供試丸太の材

の劣化は材内の幼虫や蛹の生存に悪影響を及ぼす可能性

が考えられる。本実験では，埋め込み処理区で材の劣化

はより高い傾向があったが，劣化自体は対照区でも普通

に見られたので（表－１），これが処理区間での脱出成

虫数の違いに大きく影響したとは考えられなかった。被

害丸太の埋め込みによる本種成虫の脱出阻害効果は，主

に脱出成虫の移動が砂によって物理的に阻害されること

によるものと考えられる。

　本研究では実験期間中に対照区で２本の丸太が消失し

たが，これは人為的に持ち去られたものとしか考えられ

ない。対照区での脱出成虫５頭の消失も，同様の理由に

より説明されるものであろう。
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表－１　供試丸太のサイズと割材調査時点での劣化状況

対照区浅埋め区深埋め区

１０１２１２供試丸太数

４９．４±２．２４９．３±２．４４９．６±３．１長さ * 

　８．４±１．５　８．５±１．４　８．４±１．１中央径 *

９１１１０材劣化丸太数

１００　シロアリ加害

７６７　腐朽

１５３　シロアリ＋腐朽

*  一元配置分散分析により処理区間で有意差なし（P＞０．９５）。

表－２　各処理区での脱出成虫数と割材調査で発見され
た生存・死亡個体（括弧内の数値は，埋め込み時
点での推定生存虫数に対するパーセンテージ）

対照区浅埋め区深埋め区

２９３６３３蛹室数 *

４２６カラ蛹室 **

２５（１００．０）３４（１００．０）２７（１００．０）埋込時点での
推定生存虫数

０（０．０）２（５．９）０（０．０）材内生存幼虫

６（２４．０）７（２０．６）８（２９．６）材内死亡虫

０（０．０）０（０．０）１（３．７）　幼虫

３（１２．０）０（０．０）０（０．０）　蛹

３（１２．０）４（１１．８）４（１４．８）　成虫

０（０．０）３（８．８）３（１１．１）　成虫+脱出孔

１９（７６．０）２５（７３．５）１９（７０．４）脱出孔

１４（５６．０）０（０．０）０（０．０）脱出成虫

* 　横断面がＬ字型またはＵ字型の穿入孔で，入口側がフラス
で詰められていたものを「蛹室」とした。

**　脱出孔のない蛹室で，かつ生存虫や死亡虫を確認できな
かった蛹室を「カラ」とした。


